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岩崎沖放流ホタテガイ追跡調査

三戸 芳典 .青山 禎夫 .十三 邦 ㌔

本調査は､昭和 55年 12月に日本海の岩崎沖に放流 した陸奥湾産ホタテガ イを追跡 し､日本海南

部におけるホタテガイ漁場形成の諸条件を究明することにより､別記 した車力沖放流ホタテガイ追

跡調査結果とあわせて本県日本海のホタテガイ漁場形成の可能性を明らかにする事を目的に行った

ものである｡

1 第 1回 調 査

調 査 時期 :昭和 56年 5月 27日

調 査 方 法 :潜水調査 ･････潜水による枠取調査 (1×1m枠で 10枠)

水中写真撮影

調 査 地 点 :図 1に示 した2地点

調 査 結 果

(1)貝の生 息 状 況

表 1に枠取り結果を示 した｡

ホタテガ イはおよそ均等に生息 してお

り､ 2地点だけの観察ではあるが､生月

の生息密度は9.9､9.8枚/m2であ った.

海底は､平坦な砂泥質で､車力沖のよう

にサンドウェーブが形成されていないこ

とから波浪の影響は少なく､ホタテガイ

の放流場所としては適地と思われた｡

又､食害生物であるヒトデ類も､影響

の少ないモミジガ イとアカクモヒトデが

若干みられた程度であった｡

(2)貝の成 育状 況

表 2に採捕 したホタテガイの測定結果

を､図2に貝の成長を､他の外海放流ホ

タテガイの成長と共に示した｡

図 1 調 査 地 点 図

図
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表 1 枠 取 り 結 果

調査点 水 深 ホ タ テガ イ 底 生

生 物1 m 枚/n

f 個/d55 生 月 9.9死 貝 0.3 モ ミジガ イ 0.1アカクモヒトデ 0.5ツ ノ ガ イイ

ソギ沖 ヤク.L ≡染2 49 生 月 9.8死 点 0.8 モ ミジガ イ 0.4アカクモヒト

デ 1.0ツ ノ ガ イ巻 貝 去声

荏) 1×1m枠で 10枠調

査♯)潜水夫の観察による

戟 表 2 ホタテガイ

測定結果項 目 平均及び割合

殻 長 67.3±7.4

hrm全 重 量 29.0±7

.7 g異 常 貝出現 率 38枚 19.3%

着 色 4枚 2.0%

欠 刻 2枚 1.0%

着 色 欠刻 32& 16,2

%へ い 死 率 蓋星 1;ほ 5.3%

荏)測定枚数 n-19712 6 12 6

12図2 青森県外海における放流ホタテガイの成長 全

1岩 崎 沖

2白 糠 沖3

車 力 沖(S5

6放流)4野 牛 沖

5車 力 沖(S53放流)●-●殻長重 +--4全重量量貝は､放流後6ケ月で殻長 32.5mm成長し､平均で67.3mmになっていた.これは､本

県の外海に放流したホタテガイのなかでも最も成長の良いグループに入る｡又､へい死率は5.

3%と低いが､これは放流後の経過月数が少ないことも関連 しているためであり､異常貝出現率が19.3%と比較的高いこ とから､これらがへい死するとすれば正常貝率

が75.4%とそれほど高くない結果と

なる｡2 第 2 回 調 査調 査 時期 :昭和

56年 10月28日調 査 方法 :桁網調査 ････

･ホタテガイ桁網使用桁 幅 1.9m

袋網目合 5cmt調 査 地 点 :図3に示 した9点



調 査 鈷 果

(1) 貝の生 息状 況

図3に調査地点 (9点)及び分布範囲

を､表3にホタテガイの入網状況を示 し

た｡

生月が最も多く入網 したのは､調査地

点 5の191枚 (死貝 51枚)で､桁網効率

を17%とするとm2当りの生息数は1.48枚

となりやや低密度であるが､この海域にお

ける桁網調査が今回最初であることから､

今後他の調査方法の結果などから効率に

ついては検討する必要がある｡

又､図3にみられるように分布の中心

は放流区画内にあり､問題になるほどの

移動はみられなかったが､南北方向への

分散傾向がみられた｡

(2) 貝の成 育状 況

蓑 4にホタテガイ測定結果を､図4に

生 ･死貝の穿長組成を示 した｡

表 3 ホタテガイ入網状況

沖側 ...~一~一一､､､ 岸側

図3 調査点および分布図調査点 水 深 曳 網 状 況 生 月 数 死 月 数 生 残 率 生月

のm2当りの生息数時 間 面 積1 53m 5 分 438m

2 55枚 12枚 8.2.1% 0.74枚/材2 53′-48 10 877 33 ll 75.0

0.223 56-ノ53 〟 760 176

74 70.4 1.364 58′-55 〟

〟 28 47 37.3 0.225 53′-50 〟 〟 191 51 78.9 ll

.486 50′--48 ノク /̂ 3 0 1

00.0 0.027 47′-46 15

1,140 0 0 - -8 52′-54 10 760 81 27

75.0 0.639 60-56 〟 Jク 0 2 0.0 0.0合 計 及 び

平 均 5.875 567 224 71.7 0.57注)桁網効率は17%とし

た｡生月の平均殻長は75.6mmで､放流時 (36mm)からの増殻長は39.6叫 こなるものの､第 1回調

査からの増殻長は8.3m新しかなく､高水温期の成長停滞を示 している｡こ



表 4 ホタテガイ測定結果

項 目 平均及び割 合

坐負 殻 長 75.6±5.4

mmE放 流 時 殻 長 36.7±

4.9mm全 重 量 33

.5±7.1 g軟 体 部 重 量

7.7±1.8 g殻 重 重

20.0±4.6 g異常

月 出現 率 3枚 2.6 %着 色欠着 色 欠 刻 3枚 2.6 %0枚 0

%回 復 率 22枚 18.8 %

死負 殻 長 72.3± 5.9

m卿放 流 時 殻 長 36.7±

4.3mm異常 貝出現率 25枚 23.4 %

着 色 17枚

15.9 %着 色 欠 刻 8枚 7.5 %

欠 刻 0枚 0 %

注)生月 117枚

死貝107枚
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すぎなかった｡
生月中の異常貝出現率は2
.
6%と少なく(第1回調査では19
.
3%)
､
それに対して回復貝が18
.
8

%みられた｡

図2に示した本県他外海で行った放流ホタテガイの成長と比較すると
､
同じ12月放流の白糠地区

に較べ劣っている一方､
車力沖放流貝(56
.
4放流)とほぼ同じであった｡
白糠地区との差は夏期の

高水温による成長停滞期間の長さの差によるものと推測される｡
生
､
死貝の 平均殻長をみ るとほとんど差がなく(生月75
.
6mm､
死貝72
.
3mmt)､
殻長組成をみて

も同じ7
.
0-7
.
5cmにモードがある.このことか
ら
､
死貝は調査前1ケ月前後にへい死したものと

思われる
｡
(3)生産率および資源量

表3に示した調査地点別の生残率と海底状況(底質は砂泥で起伏がない)などから､
桁網への入

網が全体を代表していると考えるならば
､
約70%の残存資源量が見込まれることになる｡
そして
､

この値はこの海域での桁網効率を考慮し た等密度分布図からの資源量推定値とほぼ一致することに

なるが
､
当海域での調査に前例がないためにこの点からの分析に無理がある現状である｡
今後の調査結果から資源量を検討する必要があろう｡
(4)その他の底生生物

表 5に底生生物の入網数を示した
｡モミ
ジガイは14
.
4個と比較的多か っ



表 5 底生生物入網数

調査点種類 1 2 3 4 5 6 7 8

9 合 計 生 息 数ニ ッポンヒ トデヒ ト デ 32 2 2731 16 11 25 1141 13 5

個53 個/1忙)nf0.70. 4モ ミ ジ

ガ イ 21 7 101 14.4ス

ナ ヒ ト デ 1 2 112 2 2 8 1.1ク モ ヒ ト デア カ ヒ ト デナ ガ ニ シイ タ ヤ ガ イ 11

ll1

3 3 23241 3.30.30.60.1ま と め第 2回調査では､放流後 10ケ月で増殻長が39.6mmあり､生残率 ･異常月出現率

も本県最南端での初の漁場開発実証試験としては今後の推移を見守る価値のある経過といえる｡

南北方向への分散傾向がうか




